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【主な研究成果】 

 結晶粒間の変形の不適合は内部応力の上昇をもたらし，加工硬化率に影響を与える[1,2,4]．本研究

では，αチタンおよびα+β型チタン合金の結晶塑性解析を実施し，塑性異方性の強いα粒間に生じる変

形の不適合を，変形の自由度の高いβ相の変形により緩和できることを明らかとした．即ち，二相チタン合

金において，異相間の変形の自由度の違いを用いて加工硬化特性を制御できる可能性を示した[3]． 
 
【今後の展望】 

 これまでの研究では，二相チタン合金において，変形の不適合を生じさせるすべり系の活動とひずみ

成分の関係は定性的には明らかにしたものの定量的ではない．今後は，変形の不適合を介した加工硬

化特性制御の指導原理の確立に向けて，この関係を定量的に明らかにする． 
 
【具体的な成果】 
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